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門
家
に
よ
れ

ば
「
文
字
を

書
く
の
も
不

慣
れ
な
住
民

た
ち
は
、
認

証
審
査
を
受

け
る
た
め
に

必
要
な
各
種

の
書
類
作
成
に
苦
労
し
た
」。
そ
れ
で

も
5
0
0
人
以
上
の
Ｗ
ａ
Ｂ
ｕ
Ｂ
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
、
認
証
め
が
け
て
一
致

団
結
。
そ
し
て
、
厳
し
い
審
査
を
く
ぐ

り
ぬ
け
、
07
年
11
月
、
つ
い
に
Ｒ
Ａ
の

認
証
を
手
に
入
れ
た
。
さ
ら
に
、
コ
ー

ヒ
ー
輸
出
業
者
と
契
約
を
結
び
、
市
場

価
格
に
対
し
て
15
〜
25
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
価
格
で
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
に
。
住

民
は
「
こ
れ
か
ら
も
貴
重
な
森
と
末
長

く
共
存
し
て
い
き
た
い
」
と
誇
ら
し
げ

に
語
っ
て
い
る
。

森
林
コ
ー
ヒ
ー
は
、
日
本
に
も
輸
出

さ
れ
、
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
第
4

回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
の

関
連
イ
ベ
ン

ト
「
ア
フ
リ

カ
ン
フ
ェ
ア
」

に
も
出
展
さ

れ
る
予
定
だ
。

燦々
と
照
り
付
け
る
太
陽
の
下
、

真
っ
赤
な
果
実
が
天
日
干
し
さ

れ
て
い
る
。
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
有

す
る
エ
チ
オ
ピ
ア
南
西
部
ベ
レ
テ
・
ゲ

ラ
地
域
の
森
で
栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
コ

ー
ヒ
ー
豆
だ
。

か
つ
て
国
土
面
積
の
約
35
％
が
森
林

だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
。
だ

が
近
年
、
過
度
の
伐
採
や
人
口
増
加
の

影
響
で
11
％
（
森
林
生
態
系
を
有
す
る

自
然
林
の
割
合
は
３
％
程
度
）
ま
で
減

少
し
、
森
で
で
き
る
コ
ー
ヒ
ー
や
は
ち

み
つ
に
収
入
源
を
頼
る
住
民
の
生
活
は

切
迫
し
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
６

年
10
月
か
ら
森
林
の
保
全
・
管
理
と
住

民
の
生
計
向
上
の
両
立
を
目
的
に
「
ベ

レ
テ
・
ゲ
ラ
参
加
型
森
林
管
理
計
画
フ

ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
地
域
の
住
民
組
織

で
あ
る
森
林
管
理
組
合
（
Ｗ
ａ
Ｂ
ｕ
Ｂ
）

が
地
方
政
府
と
森
林
管
理
契
約
※
１
を

締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
を
適
切
に

保
存
し
な
が
ら
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
わ
な
い
昔
な
が
ら
の
農
法
で
コ
ー
ヒ

ー
を
栽
培
。
そ
の
商
品
価
値
を
高
め
る

た
め
、R

ainforest
A
lliance

（
Ｒ

Ａ
）
※
２
の
認
証
取
得
を
目
指
し
た
。

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
西
村
勉
専

エチオピアの森で暮らす住民たちが昔ながらの自然

農法で生産した“森林コーヒー”。Rainforest Alliance

の認証を受け、日本にも輸入されることが決まった。

人々の暮らしと森を守る
森林コーヒー

［エチオピア］

※1 立入禁止区域である森林優先地域に住民が住み、コーヒー、養蜂などの利用権を認められる一方、住民は、伝統的な森林利用・保
全を継続することが義務付けられる。※2 土地の利用法、商取引、消費者の行動の変革により、生物多様性の維持、持続可能な生活の
確保を使命とする国際NGO。生態系保全や労働者・地域社会の権利と福利の保護など社会・環境・経済的な側面からの基準を満たす農
園や森林に認証を与え、認証農産物や木材製品を購入することで消費者は環境を保護し、持続可能な開発の促進に貢献できる。
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